
新学期が始まり、約２か月が経ちましたが、多くの児童生徒は学校生活に対する希望や満足感を抱き
つつも、一方では何かしらの不安や困り感を抱えながら生活しているのではないでしょうか。学習や人
間関係、家庭生活での困りごとや悩み等、一人ひとりが抱えているものは様々です。そのような悩みや
困りごとに対しての適切な解決策が見いだせず、困った行動や問題行動として表出してしまうこともあ
ります。しかし、子どもたちの言動の裏には、「自分のことを認めてほしい。」「分かってほしい。」
という願いがあることを、私たちは心に留めておく必要があります。

児童生徒の抱える課題の背景や要因がどこにあるのかに目を向け、様々な角度からのアセスメントを
通して児童生徒理解を図り、児童生徒に寄り添った指導や支援につなげていきましょう。その一例とし
て生徒指導提要では、BPSモデルが紹介されています。
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確かな学力の向上をめざして【６月】確かな学力の向上をめざして【６月】
■多面的・多角的なアセスメントを通した児童生徒理解
～児童生徒の言動の背景や要因に目を向ける～

□多面的・多角的に複数で！

・担任のみでアセスメントを行わず、養護教諭などの担任以外の教員やスクールカウンセラー
にも関わってもらいながら複数でのアセスメントをし、支援へつなげていきましょう。

□「チーム学校」の専門家の力を効果的に活用しよう！
・福祉の専門家であるスクールソーシャルワーカーやＬＤ等専門員が関わることで、行政の福祉担当や
療育、医療につなげていくなど、その後の具体的な支援の幅が広がります。

□児童生徒のよいところや強みにも目を向けよう！
・アセスメントをもとにしたプラス面の関わりを考えることが、児童生徒のやる気、指導・支援のヒン

トにつながります。

できる限りアセスメントの精度を高める
ことが適切な支援につながります！



子どもたちの「わかる」「できる」を支えるために
～ユニバーサルデザインの視点を生かした指導・支援～

鳥取県教育委員会は左記のリーフレットを作成し、今年の２月
に発行しました。すべての児童生徒が安心して学習に参加できる
ために、まずは私たち教師ができることから取り組みを始めま
しょう。
リーフレットの内容から、児童生徒への「接し方の工夫（人的

環境の工夫）」について、一緒に考えていきましょう。

生徒指導で大切にしたい視点と共通しているね。

教師は児童生徒を肯定的に見ていきま
しょう。そのためには、教師自身の視点
ではなく、児童生徒の立場に立った視点
を持つことが大切です。困った行動は、
児童生徒自身が「困っている」から起き
ているかもしれません。

支援の必要な児童生徒への教師の
接し方は、学級風土の基盤になりま
す。温かい眼差しを向け、児童生徒
の声にならない気持ちや願いを言語
化し、周りの子ども達につないでい
くことを意識しましょう。

児童生徒の学びの充実のために、児童生徒一人一人への理解を深め、安心して過
ごせるあたたかい学級づくりを意識して、児童生徒との信頼関係を築きましょう。

中部教育局


